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　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、新春を迎えますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　現時点での全国経済情勢を見てみますと、ロシアによるウクライナ侵攻や中東地域の紛争に
加え、円安の影響、原材料価格の上昇、最低賃金額のアップや人手不足等を原因とする諸物価
の高騰が挙げられます。
　一方で、コロナ禍を乗り越え、社会経済活動が加速したことで、設備投資意欲が顕在化し、
約３０年ぶりの高い賃上げが実施されるなど、時代の転換が萌芽しています。
　今こそデフレ経済から脱却し、成長と分配による経済好循環を実現していくチャンスにしな
くてはなりません。
　また、近年における若者の働き方に対する意識には、リスクを避け安定と堅実を求め、プラ
イベートを大事にする傾向が強まり、働く環境面では、一つの仕事で専門性を磨くスペシャリ
スト志向が高まる半面、兼業副業の一般化や企業内外を自在に移動する働き方も増加する、と
いった傾向が見られるなど、いわゆる「多様性」が働き方にも求められている、と感じます。
　加えて、人材確保、労働生産性の向上といった、従来からの課題にも対応していく必要があ
ります。
　このような情勢の中、我々は常に「労働者の安全と健康が第一」であり、「安心して働ける
労働環境の整備」に一層努力していかなければなりません。
　本年の干支は「乙巳（きのとみ）」です。
　「乙」は困難があっても紆余曲折しながら進むことや、しなやかに伸びる草木を表し、
「巳」は蛇のイメージから「成長」や「変革」を意味します。
　この2つの組み合わせである乙巳は、「努力を重ね、物事を安定させ、成長していく」といっ
た縁起のよさを表していると言えます。
　当協会では、昨年同様、業務遂行に必要不可欠な教育、資格取得のための講習等開催をいた
し、会員事業所様の職場の安全、衛生環境整備等のお手伝いをさせて頂きます。
　会員の皆様におかれましては、本年も当協会の運営にご理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

桑名労働基準協会

山本 重雄会長

新春のご挨拶
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。桑名労働基準協会並びに会員の皆様には、旧年中、労働基
準行政の推進につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、最低賃金を含めた「賃上げ」は、政府全体として最重要課題となっており、令和６年度の地
域別最低賃金の改定額は、全国加重平均額で1,055円、上昇額は51円となり、昭和53年度に目安制度
が始まって以降で最高額となりました。三重県最低賃金（時間額）は、50円引き上げられ、令和６年
10月1日から時間額1,023円となっており、労働基準監督署では、この改定を踏まえた最低賃金の履
行確保に取り組んでいるところです。また、賃上げに向けて、各種支援策・好事例等の周知を行っ
ています。
　また、令和６年４月１日からは、時間外労働の上限規制が、建設の事業、自動車運転の業務等に
ついても適用されています。これらの事業・業務に従事する労働者については、短い工期の設定や
荷物の積卸しの際の長時間の待機等といった取引慣行上の問題が長時間労働の一因とされてお
り、個々の事業主の努力だけでは、上限規制の遵守に向けた取組を結実させることが難しいもの
も未だ認められるところです。会員のみなさまにおかれましては、引き続き発注者や荷主といっ
た取引関係者として、取引慣行を見直し、適正な工期の設定や荷待ち時間の削減等へのご理解と
ご協力をお願いします。
　令和６年の労働災害発生状況は、休業４日以上の死傷者数が11月末時点で665人となっており、
令和５年同期と比較して1.7％の増加となっています。労働災害による休業４日以上の死傷者数の
うち、60歳以上の高年齢労働者が占める割合は、近年増加傾向にあり、当署管内においても、３割
を高年齢労働者が占める状況になっています。また、全産業における災害の内容をみると、転倒、
腰痛など、いわゆる「行動災害」が全体の４割を占めています。こうした状況を踏まえ、第14次労働
災害防止計画に基づき、「令和７年 死亡災害撲滅・アンダー７７７ほくせい」を推進し、労働者の作
業行動に起因する労働災害の防止対策、高年齢労働者の労働災害防止対策などを推進してまいり
ます。
　また、精神障害の労災認定件数は、年々増加しています。会員のみなさまにおかれましては、メ
ンタルヘルス対策、ハラスメント対策、職場の環境改善にお取り組みいただきますようお願いし
ます。
　貴協会のお力添えをいただきながら適切に行政課題に対応していく所存ですので、皆様のご支
援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。最後になりますが、本年が皆様にとってより良
い年になることを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

四日市労働基準監督署

新春のご挨拶
三浦 かをり署長

スリーセブン

● 転倒・腰痛などの行動災害防止
● 墜落・転落災害防止
● 機械設備・資材取扱に係る災害防止
● 高年齢労働者災害防止
● 交通事故を含む車両系災害防止
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　「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」（令和５年法律第 25 号）が令和 6 年 11 月１日に施行
されたことに合わせて、四日市労働基準監督署に、自らの働き方が労働者に該当する可能性があると考えるフ
リーランス（業務委託を受ける事業者）からの労働基準法等の違反に関する相談窓口を設置しました。
　取り組みの概要
・請負契約や委任契約といった契約形式にとらわれることなく、働く方々からの相談に丁寧に対応します。ま
た、労働者に該当するかどうかの判断基準の説明や、「働き方の自己診断チェックリスト」を用いたチェック
なども行います。
・労働基準監督署では、相談内容から労働基準法等違反が疑われ、申告（※）として調査した場合には、原則、
相談者の方が労働者に当たるかどうかの判断を行います。
　　※　労働基準法等に基づき、法違反の事実を労働基準監督署に申し立てることをいいます。

　2024 年４月に「流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物自動
車運送事業法の一部を改正する法律」が成立するなど、トラックドライバーの荷待
ち・荷役時間の削減に向けた対策が本格化しています。
　こうした状況を踏まえ、厚生労働省では「自動車運転者の長時間労働改善に向け
たポータルサイト」内に「物流情報局」を開設しました。

物流情報局では、荷主の方、トラック運送事業者の方が協力して荷待ち・荷役時間の削減に取り組めるよう、
最新の情報を発信していきます！！

三　重　県　最　低　賃　金

特定（産業別）最低賃金（令和６年１２月２１日発効）　

時間額 １，０２３円 （令和６年１０月１日発効）

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金　 時間額１，０３３円

時間額１，０３１円

時間額１，０４７円
三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品製造業、船舶製
造・修理業、舶用機関製造業、産業用運搬車両・同部分品・附属品製
造業、その他の輸送用機械器具製造業最低賃金

三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械
器具製造業最低賃金

トラックトップページ

▲荷主の方 ▲事業者の方
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2025年１月１日より以下の7種類の報告について、
電子申請が原則義務化されます

解体・改修・各種設備工事を行う発注者・施工業者の皆さまへ
石綿（アスベスト）の事前調査は施工業者（元請事業者） が必ず行う必要があります!

●   労働者死傷病報告
●   総括安全衛生管理者/安全管理者/衛生管理者/産業医の選任報告
●   定期健康診断結果報告
●   心理的な負担の程度を把握するための検査結果等報告
●   有害な業務に係る歯科健康診断結果報告
●   有機溶剤等健康診断結果報告
●   じん肺健康管理実施状況報告
※　電子申請にあたっては、厚生労働省ポータルサイト「労働安全衛生法関係の届出・申請等
帳票印刷に係る入力支援サービス」を活用いただくとスムーズに申請ができます。
※　経過措置として、当面の間、電子申請が困難な場合は書面による報告が可能です。

石綿（アスベスト）が含まれているかどうかの調査（事前調査）は、建築物の解体・改修工事を行う
前に、有資格者に行わせる必要があります。

「工作物｣の工事にかかる事前調査は令和８年１月１日以降着工の工事から有資格者に行わせる
必要があります。

「石綿総合情報ポータルサイト｣もご覧ください！
建築物等の解体・改修工事を行う際に必要な措置、各種マニュアル、石綿障
害予防規則の概要、事前調査者の資格を得するための講習会情報、関係行政
機関のリンク先情報等、事業者・作業者・発注者や住民の皆さまに向けた
様々な情報を掲載しております。　

〇　帳票入力支援サービスの利用方法に関する問い合わせは、「帳票入力支援サービスヘルプ
デスク」までご連絡ください。
　　電話番号：03-5829-5921
　　e-mail　 ：chohyo-sup@grandunit.com　
　　受付時間：8時30分から17時（土日祝・年末年始を除く）

電子申請の詳細は
こちらから

工作物石綿事前調査者の詳細は
こちらから
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桑名労働基準協会長表彰

優良勤労者表彰

講習会等のお知らせ

１月17日
１月19日
２月７日
２月14日

４月７日
４月11日
４月12日
４月13日
４月23日
４月24日
５月14日
５月23日
５月26日
５月30日
６月１日
６月２日
６月４日
６月11日
６月12日
６月20日
６月28日

令和７（2025）年度

学科
学科・実技

学科
学科・実技
実技
１日目
２日目
学科
学科・実技
学科
学科
学科・実技
学科
学科
１日目
２日目
学科・実技
学科・実技

安全衛生貢献者(4名)
中部電力パワーグリッド株式会社桑名営業所
辻 運送株式会社本社営業所

青 木 良 晃
杉 山 浩 也

黒 須 俊 勝
橋 本 卓 人

ニッタ・デュポン株式会社三重工場
フ ジ タ 電 業 株 式 会 社

精勤功労者(6名)
株式会社 A D E K A 三重工場
オバナヤ・セメンテックス株式会社三重工場
桑 名 精 工 株 式 会 社

藤 田 雅 久
篭 橋 洋 介
松 岡 宏 昌

木 曽 玖瑠実
伊 藤 晃 一
水 野 慎 也

フ ジ タ 電 業 株 式 会 社
株 式 会 社 山 本 本 店
株 式 会 社 山 本 本 店

永年勤続功労者(27名)
株式会社魚国総本社三重支社
SWCC 株 式 会 社 三 重 事 業 所
桑 名 金 属 工 業 株 式 会 社
桑 名 金 属 工 業 株 式 会 社
桑名金属ファインテック株式会社
桑名金属ファインテック株式会社
桑 名 電 気 産 業 株 式 会 社
株 式 会 社 整 備 工 場 東 海
桑 栄 運 輸 株 式 会 社
太平洋セメント株式会社藤原工場
中 央 造 機 株 式 会 社
辻運送株式会社川越事業所
辻運送株式会社本社営業所
株式会社デンソー大安製作所

株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所
トヨタ車体株式会社いなべ工場
トヨタ車体株式会社いなべ工場
トヨタ車体株式会社いなべ工場
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株式会社ナルックス員弁住宅工場
扶 桑 工 機 株 式 会 社
北 勢 運 送 株 式 会 社

水 谷 隆 宏
川 瀬 良 彦
青 山 洋 幸
渡 邉 　 健
伊 藤 敏 生
岩 谷 由 香
樋 口 泰 子
松 下 寛 之
岩 花 定 信
斉 藤 真 一
高 木 伸 忠
在 川 壽 和
戸 石 明 義
大 嶌 順 司

河 本 　 徹
清 水 久 俊
筋 田 真 一
三 角 秀 義
落 合 弘 幸
関 　 智 広
中 田 　 誠
松 本 英 明
宮 本 翔 太
山 田 貴 子
濱 田 真 典
山 本 憲 二
伊 藤 純 子

実施日 講習名 科目 予定会場 実施日 講習名 科目 予定会場
クレーン運転業務特別教育
クレーン運転業務特別教育
特定粉じん作業従事者特別教育
労 務 管 理 講 習 会

新 入 者 安 全 衛 生 教 育
アーク溶接等業務特別教育
アーク溶接等業務特別教育
アーク溶接等業務特別教育
職長等教育（建設以外）
職長等教育（建設以外）
フォークリフト運転技能講習
低圧電気取扱業務特別教育
フォークリフト運転業務従事者教育
クレーン運転業務特別教育
クレーン運転業務特別教育
玉 掛 け 技 能 講 習
玉 掛 け 技 能 講 習
職長等教育（建設以外）
職長等教育（建設以外）
フルハーネス使用業務特別教育
自由研削用といし特別教育

Ｋ Ｙ Ｔ 実 践
クレーン運転業務特別教育
クレーン運転業務特別教育
玉 掛 け 技 能 講 習
玉 掛 け 技 能 講 習
特定粉じん作業特別教育
自由研削用といし特別教育
職長等教育（建設以外）
職長等教育（建設以外）
フルハーネス使用業務特別教育
フォークリフト運転技能講習
低圧電気取扱業務特別教育

７月４日
７月11日
７月13日
７月28日
７月30日
８月１日
８月30日
９月３日
９月４日
９月12日
９月16日
９月19日

学科
学科・実技
学科
学科

学科・実技
１日目
２日目
学科・実技
学科
学科・実技

ヤマモリ体育館
ヤマモリ体育館
桑名金属工業㈱
桑名金属工業㈱
桑名市パブリックセンター
桑名市パブリックセンター
くわなメディアライブ
ヤマモリ体育館
ヤマモリ体育館
ヤマモリ体育館
桑名金属ＦＴ㈱
くわなメディアライブ
くわなメディアライブ
桑名市パブリックセンター
桑名市パブリックセンター
ヤマモリ体育館
扶 桑 工 機 ㈱

ヤマモリ体育館
桑名金属ＦＴ㈱
ヤマモリ体育館
ヤマモリ体育館

ヤマモリ体育館
ヤマモリ体育館
桑名金属ＦＴ㈱
くわなメディアライブ
くわなメディアライブ
ヤマモリ体育館
扶 桑 工 機 ㈱
桑名市パブリックセンター
桑名市パブリックセンター
ヤマモリ体育館
トラック協会北部ＳＣ
ヤマモリ体育館
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令和６(2024)年度_桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式を開催しました

桑名電気産業株式会社 殿 フジタ電業株式会社
常務取締役 羽場 大介 殿

桑名金属工業株式会社
市川 和洋  殿

優秀賞
慣れた作業に隠れた危険 再度見直す身の周り 危険を摘み取り安全職場
見逃すな 小さな予兆と早めの気づき 皆で高める安全意識
家族の為にも いつも心に 安全第一
気付いてあげよう 小さな変化 心と体の健康チェック

１
２
３
４

最優秀賞

山本　和幸（太平洋セメント株式会社 藤原工場）

危険な行動「しない」「させない」「見逃さない」 安全は全てにおいて最優先

（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（ 桑 名 金 属 工 業 株 式 会 社 ）
（トヨタ車体株式会社いなべ工場）

阿南　徹也
伊藤　慎司
松元　慶介
中根　　毅

入　賞
守れていますか安全ルール 出来ていますか指差呼称 高めよう一人ひとりの安全意識
あなたの優しい一言で 元気になれる人もいる 目指せ笑顔の健康職場
危険は身近に潜んでいる 早期に発見 直ちに改善 みんなで築こう安全職場
笑顔 あいさつ 思いやり みんなで作ろう健康職場
気づかい ふれあい 助け合い みんなではぐくむ健康職場
「見る目」「気づく目」「感じる目」 予知して摘み取れ 「危険の芽」
『危ない』と指摘し合える環境作り 皆で目指そう安全職場
慣れた作業 初心に戻り 大切に
慣れた作業の隠れたリスク 意識高めて安全行動 みんなで守ってゼロ災職場
危険の芽 気付いて摘んで 築いて安全

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10

（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（ 桑 名 金 属 工 業 株 式 会 社 ）
（トヨタ車体株式会社いなべ工場）
（ 長 島 観 光 開 発 株 式 会 社 ）
（ヤマモリ株式会社本社・大山田工場）
（ヤマモリ株式会社桑名工場）

伊藤　慎吾
清水　美保
中安　克之
松葉　綾子
渡邉　　元
岡田健太郎
村上　慶将
大牟禮雄一
菊地　英子
池山悠里愛

桑名労働基準協会長表彰　安全衛生標語の部

　令和６（2024）年11月21日㈭、「四日市労働基準監督署」及び「（独）労働者健康安全機構　三重産業保健総合支援セ
ンター」のご後援を頂き、「桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式」を、柿安シティホール 小ホールにおい
て、来賓・会員事業場等総勢１１０名の参加を頂き開催することができました。
　本大会におきましては、来賓として
　　三重労働局 労働基準部 賃金室長　久留原郁子 様　　四日市労働基準監督署 副署長　杉　 徳敬 様
　　桑名商工会議所 専務理事　久保　康司 様　　一般社団法人三重労働基準協会連合会 事務局長　小野 紀孝 様
のご臨席のもと、桑名労働基準協会長表彰「安全衛生優良事業場賞」１社、「安全衛生功労
賞」２名、「安全衛生ポスター」入選７作品、「安全衛生標語」入賞１５作品、優良勤労者表彰
として「安全衛生貢献者」４名、「精勤功労者」６名、「永年勤続功労者」２７名がそれぞれ表
彰を受けられました。
　中村安全副部会長による「大会宣言」採択後、休憩を挟んで、『「健康第一!! “笑う健康法”
から生まれる安心安全な職場」～免疫カアップのカギは“笑顔”にあり!!～ 』と題して、「マ
ジシャンユッキー」こと「江刺家 由貴」氏から特別講演を頂き、ご来場者様からご好評を頂
戴しました。｠ 特別講演

「マジシャン ユッキー」
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桑名労働基準協会長表彰　安全衛生ポスターの部

甲原 悦代 殿
桑名金属ファインテック株式会社

【ストップ 挟まれ巻き込まれ災害】

菅原 康一  殿
太平洋セメント株式会社 藤原工場

【全国安全週間】

三宅 史華 殿
太平洋セメント株式会社 藤原工場

【全国労働衛生週間】

吉本 竜一 殿
トヨタ車体株式会社 いなべ工場

【全国安全週間】

【入　選】 【入　選】【入　選】【銅　賞】

鈴木 愛理 殿
太平洋セメント株式会社 藤原工場

【全国安全週間】

【銀　賞】

森田 京介 殿
株式会社ADEKA 三重工場

【無くそう墜落・転落】

【銅　賞】【金　賞】

樋口 凌大 殿
太平洋セメント株式会社 藤原工場

【全国安全週間】

令和６(2024)年度
　　桑員地区産業安全衛生大会

建設業労働災害防止協会
　三重県支部桑名分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　株式会社 石川組 殿

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
　三重県支部桑員分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　桑栄運輸 株式会社 殿 

桑員労働対策協議会長表彰
　　安全管理優良事業所　水谷精工株式会社 殿ニッタ・デュポン株式会社

三重工場 殿 シグマー技研株式会社 殿

令和６(2024)年10月1日 ｢三重県産業安全衛生大会｣において表彰されました

桑名・桑員地区　災害防止団体表彰


